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「か ぐらお か」100号 発 行 に寄 せ て

学 長 久 保 良 彦

このたび 「か ぐらおか」100号 が発行 され るこ と

にな りました、,年4回 の発行が25年 の 長 きに 日1って

脈 々 と続 け られて きたこ とに対 し、心か らお祝い を

中しrげ 、関係各位の ご努力 に深 く敬意 を表 します。

ご承知 の ように、「か ぐらお か」 は旭 川 医科大 学

の広報誌 として、開学の翌年で ある昭和49年9月1

日にその第1号 が 発行 されま した。

初代 山田守 英学長 はそ の巻頭で 、"大 学運営の過

程で起 こった諸 々の出来事 、学生の厚生補導 に関す

る凡 ての問題 、あ るいは大学 にお ける教育や研 究上

の問題、更 に大学 の諸 計画や 方針 などについて 、止

確 な情報 を提供 して大学 人に周知せ しめ ると共 に、

大学 人相h:の 理解 を深め る絆 ともな り、更 に進んで

大学運営 につ いて の反省 と批判や 、将来 に対す る建

設的意見 な どを自由に述べ るこ との出来 る広場であ

る と理解す る。……新 しい医科大学建設の初期 に、

その針路 を誤 らないための一つの灯 と しての役割 を

果たす こ とを衷心 か ら希 うものであ る"と 、人 きな

期待 を寄せ てお られ ますU

以 来25年 、旭川医大 は しっか りとここヘ ッチエ ウ

シ(神 楽 岡)に 礎 を築 きま した。 「か ぐらお か」 は

f.t:_・教職員 を含 めた大学全体の コ ミュニケー シ ョ

ンの場 として、また、新 しい大学の針路標識 と して

大 きな貢献 を果た して きたことは、 どなた も異論は

ないこ とと思い ます。

同 じ第1号 の表紙 は、当時完成 して問が ない講義

実習棟 と体育館の写真で飾 られてお ります。雨が降

る と泥 んこになる殺風 景な周囲の景色が思い起 こさ

れる とともに、その後逐次建て られた基礎 臨床研 究

棟 、附属病 院、実験実習機器セ ンター 、動物実験 施

設等 々の偉容 、見事 に周囲が緑化 され 、その巾に 、Z

つ木 々の幹 の太さは、四半世紀の時の流れ を強 く感

じさせ る ものであ りますC,

さらに本年は、看護学科棟及 び遠隔医療セ ンター

の完 成 を見る ことが出来 ました し、附属病院の再開

発1二事が着工 されるな ど、本学が まだ まだ膨張 を続

けてい ることが知 られ ます 。

ご存 じの ように、本学 はこの3月 、21期 生 を送 り

出 し、卒業生 は2,200名 を越 えま した、,彼等は道内 ・

外は もとより海外 において 、実地臨床 、f防 医学 ・

医療 行政あるいは医学教育 ・研 究 などの分野で活躍

してお ります 。

また、平成8年 に併設 され ま した看護学科 は本年

完成年度 を迎 え、来春第1回 の卒業生 を送 り出 しま

す、,

因みに、現在旭川医人の構 成は、概 要以 ドの よう

になってお ります:学!1=.820',(医 学科619名 、看護

学科251名)、 教官272名 、非常勤 講 師97名 、 大学 院

学生85名 、研究生210名 、医員 ・研修 医115名 、職 員

610名(看 護婦 ・十311名 を含 む)合 計2,259名 と、

相"iな 大 世帯 です。

こうしてみ ます と、開学か ら四半世紀 が過 ぎ、旭

川医大 は働 き盛 りの青年期 に入っていると申せます,

創設期 には新 しい大学 を創 るとい う大 きな 』1標に向

かって全学一 丸 とな り、前進いた します 。時 を経て

構 成員 が増 え大世帯 になって きます と、容易であ っ

た コミュニケーシ ョン もなか なか思い通 りに行か な

くなるのが現実であ ります。

加 えて、設置形態 を含 む国立大学改 革の論議が急

速に進 んでお り、新 しい 世紀 に向けた教育 ・研究 ・

診療 の在 り方を本学で も急 ぎ検討 を進 めなけれ ばな

りませ ん、,

「か ぐらおか」の役割は年 を追って増大す る と言

え ましょう、,

さらに、かつ て例 をみ ない近年 の医学研究や医療

技術 の急速 な進歩あ るいは医療 を巡って 目まぐる し

く、激 しく変動す る社会環境は 、その中にいる者に

とって大変 ス トレスに満 ちた もの となってお ります、,

心 の安 らぎあるいは憩いの場 になる ような広報誌が

強 く求 め られる と思い ます,,

「か ぐらお か」が旭川医大の コ ミュニケーシ ョン

の場 として、憩 いの場 として 、 さらに拡大 ・充実 さ

れる ことを希 ってやみ ませ ん、,
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し す

為 た い こ と と、為 るべ き こ と

ちょっと前になるが、終戦記念日にNHKで 戦後

教育についての特集番組があった。教育基本法の成

立時に、「個人の尊重」を中心に据えたい占領群の

意向に、教育勅語の 「忠君愛国」的なものを残 した

い日本側が、いかに苦慮 したのかを扱っていた。社

会、国を形成することと、基本的人権の尊重、個性

の尊重の両者をどの程度目的とするかが大 きな問題

となって、教育基本法第一条 〔教育の 目的〕「教育

は、人格の完成をめざし、平和的な国家及び社会の

形成者 として、真理と正義を愛 し、個人の価値 をた

つとび、勤労と責任 を重んじ、自主的精神に充ちた

心身ともに健康 な国民の育成を期 して行われなけれ

ばならない。」が出来上がったという内容であった。

私は、授業で最初に学生に生理(生 物の理(こ と

わり))学 について講義をする際、生物の定義 とし

て、「個体維持」および 「種族維持」 をするもの と

話 している。ヒトが地球上で最も反映 している種 と

して存在 しているのは、コミュニケーションをとっ

て社会生活を営んでいることにある。原始時代、子

供を仲間に預けて、狩 りにでかけ、仲間で田畑を耕

し、収穫 を分け合って、種族を維持 してきた。いう

までもな く、現代においても人間は社会的動物であ

り、個人の活動は常に社会との相互関係の中におい

て成立している。皆が自らの 「個体維持」の本能の

命ずるまま活動すれば、必ず他の個体の本能や欲望

と衝突をおこす。更に、種族単位で見ても、同 じ事

で、現在 も世界各地で民族対立が紛争の主たる原因

となっている。

生物の本来持っている個体 ・種族維持という本能

を、如何に他の個体や種族のそれと衝突せずに維持

するか、と言う問題 と、教育基本法の成立過程 にお

ける、占領群の 「個人の尊重」 と、教育勅語の 「忠

君愛国」的なものとの両立 というのが、私には似た

ような問題に思えた。自分の為たいことと、他人や

社会の為に為るべ きことの兼ね合い、社会生活 をす

る上での倫理観の問題 とも言えよう。

最近新聞等では、小 ・中 ・高等学校における学級

崩壊や政治家、警察官、銀行の頭取等の社会的 ・道

義的無責任についての話題が賑やかである。医学に

携わる者に関してもそれらの職種 と同様に話題 とな

ることが多い。「この50年 余 り、私達 は一体何 を実

現できたのか」 と述べていたアナウンサーに同感で

生理学第二講座 坂 本 尚 志

ある。単純に道徳教育の復活が現在の状況を救済す

るとは思えないが、教育基本法第一条の崇高な理念

が殆ど実現 されていないことを認めざるを得ない。

本学の学則第一条には、教育基本法を受けて、「・
・、人命尊重を第一義 とし、医の倫理に徹 した人

格高潔な医師及び医学研究者並びに豊かな教養 と人

格 を備えた看護職者及び看護学研究者を育成 ・・」

とある。

最近の学生を、「他人が見ていなければ、他人に

注意 されなければ、何を為ても良い と思っている」

と言 う声を良く聞 く。遅刻、早退は言うに及ばず、

授業中の私語、居眠 り、廊下で大声で談笑。土足、

違法駐車。ロビーはごみ箱同然。臨床実習になれば、

ちゃんとすると言っても、せいぜい身なりを小綺麗

にするだけで、本質的なところは大 して変わってい

ない。教官の前ではおとなしくしていても、実習が

終われば、病院内を大声で話 しながら横に広がって

歩 く。近 くで車椅子の患者さんが苦労 していても手

も貸さず。確かにそう言われても仕方ない面が多い

ように思う。

しか し、振 り返ってみて、入学 してくる学生に、

如何 に倫理観を教育するかについて、明確なカリキュ

ラムがあったかと問うと、疑問が残る。先達の行動

を規範として見習えというのが私達の時には暗黙の

了解 としてあったように思 う。もちろん今 も変わっ

ていないし、教官 も目につくところは注意している。

知識優先の高校までの教育に責任を押 しつけるつ も

りはない。しかし、学生はいくら教官が言っても、

結局先輩のすることと同じことをする。これを批判

することはできないだろう。言 うことをきかない者

はいつの世にもいるし、それらは次第に増えるの も

世の常である。戦後50余 年、次第次第にモラルの低

下が起こってきたのであろう。

幸い、最近はまた学生の間から自らの行動を律 し

ようという流れが出ているようである。文部省も大

学医学教育の在 り方を見直そうとしている。今、戦

後最 も大きな教育改革の時が来ている。為るべ きこ

とを為ているか?と 問われると、胸 を張って為てい

ると言えない自分が情けないのだが ・
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就任の ご挨拶

基礎看護学講座 搬 良 村 貞 子

今年度は看護学科 の完成 年度ですが 、他の6人 の

先生 方 とともに、本年4月1日 付 けで本学 に着任 致

しました。自己紹介 をか ねて新任の ご挨拶 を申 し上

げ ます。

私は この暑い夏で も決 して30度 とは ならない 、霧

の深 い道 東の釧路 に生 まれ育 ち、北大の看護学校 ・

助 産婦学校 を卒業後 、助産婦 を経験 し、その後保健

婦科 を卒業 し、[腔 外科病棟 で看護婦 を経験 した後、

本年3月 まで北大医療短 大専攻科で助 産婦教 育 を担

当 してお りま した。 この間 、アメ リカの ウィス コン

シン大学マデ ィソン校の看護学 部に文部省の在外研

究 貝と して10ケ 月滞在するチ ャンス を得 ました。短

い留学経験 は 、外 国生活に慣 れる ことに精 ・杯 とい

う レヴェルで終わ って しまったのですが、個 人的 に

も大学 人といた しま して も国際 交流 の必要性 をf一分

認識で きま したので 、是非後輩 た ちも同 じような機

会に恵 まれ るよう支援 したい と思 ってい ます 。

ところで、最 近 、看護 婦の ミスに よって生 じた医

療事故に関する報 道が 多 くなってい ます。 これ は、

この ような事故が急 に増 えたわけではな く、現在 ま

であ ま り報道 されず にいただけだと思います。また、

近年の看護教育の 高度化(専 修学校で0)3年 制教育

か ら、大学教育 、大学院教育へ と発展 している経緯)

にみ られる よ うな社 会が期 待 す る看護 を 、看護 職

(看護婦(士)・ 保健婦(上)・ 助 産婦 な ど)が 行 っ

てい ない との厳 しい指摘 だと受 け止めてい ます。 こ

の ような看 護職が関与 した医療事故の裁判例 を分析

し、医療 における看護職の法的責任 を明 らか にする

のが、私の主 たる研究テーマです。研 究分野は、看

護管理学 、医事法(医 療 に関係 した法学)で 、現 在

まで 、看護職の法的責任 に関す る日米比 較を行って

きました、,もとよ り日米両国においては、基 本 とな

る医療制度お よび法制度その ものに違 いが あ ります

ので、単純 に比較 はで きません、 しか し、看護職が

関与 した医療事 故 の 内容 は類 似点 が 多 く、 看護 職

(米 国ではKN(RegistoredNurse)・CNS(Clini-

calNurseSpecialist)・NP(NursePractitioner)・

CNM(CertifiedNurseMidwife)な ど)の 名称

や制度 な ど、両国 には相違がみ られ ますが 、その役

割 お よび責任 にはそれ ほど大 きな差違が ないと思わ

れ ます、,

現在 、 日本の病院 において、 この ような医療事故

を防 ぐにはどう した らよいか、が検討 されていますC,

その一例 として 「ハ ッ ト ・ヒヤ リ報/{u書」を準備 し、

医療事故 を」防するため看護職の業務内容の分析 ・

見直 し等が行われてい ます 。医療事 故は、無論 、看

護職だけの問題ではな く、医療従事者全 員が協 力 し

て 、事故発生防止 を行ってい く必要があ ります。 ど

の職種が どの ように責任 を果た してい くか は、問題

によって も異な りますが 、協 力体制の強化は必 須 と

思 われ ますc,看 護職 にはその中で 、調整役 と しての

活動が期待 されている とー1えましょう、,

現代の医療 は、複雑 で解決 困難 な多 くの問題 に直

面 してい ます 。エ イズ、脳死 、臓 器移植 、お よび人

工生殖医療 な どは、医療 とい う領域 を越 えた社 会問

題 と して も認識 されてい ます。看護職 も一人の医療

のur�一門家 として、このよ うな問題 に積極 的に携 わる

ことが求め られてい ます。そ こで 、私は看護管理学

の分野 で、看護職の役割拡大 とその責任 内容 を明 ら

かに しなが ら、よい医療 を行 うため 、看 護は どの よ

うに提供 されるべ きか を考 えてい きたい と思 ってい

ます,、

今後 は看護学科の諸先生 とともに、学生 に少 しで

もよい学習環境 を提 供で きるよう、微力で はあ りま

すが 努力 したい と思い ますので、皆様 のご支援 を賜

ります よう心か らお願い申 し上 げ ます。
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教授就任にあたうて
一地域社会 と看護教育一

地域保健看護学講座 教授 北 村 久美子

私は、2年 前の3月31日 に前任地札幌の道立衛生

学院に別れを告げました。その日は、丁度保健婦国

家試験の発表日でもあ り、挨拶回りの途中、タクシー

の中で携帯電話をとお して、私が担当した保健婦科

の学生100名 が全員合格 したことを聞き、安堵の胸

を撫で下ろしつつ、旭川に向かったことを思い出し

ます。札幌での17年 間、すすきのの近 く(昼 夜明る

い光の下)に 住んでいましたので、旭川で見る星の

輝 きに感激し、土や草木の香 り、名もない野の花、

小鳥や虫の声、そして神々 しい遠 くの山々 ・…

と自然の美しさにすっか り魅せられてしまいました。

特に気に入ったのが 「道」で した。大小の並木道、

細い道、森への道、曲が りくねった道 … が至る

所にあ り、いつの日かゆっくり自然 と対話をしなが

ら歩いてみたいと楽 しみにしています。

着任 したときには看護学科の第2学 年が最上学年

で4月14日 から講義が通年で入 り、学生達は1回 生

であることを意識 してか、「看護 とは何か」 を貧欲

に掴 もうとする意気込みが伝わ り、頼 もしく思いま

した。私も、ついつい 「保健婦とは」と肩に力が入っ

ていることに気づ くことが しばしばでした。早速、

9月 に地域看護実習の一環として市町村役場、保健

所、訪問看護ステーションなど各方面で活躍 してい

る先輩諸姉にインタビューの実習 を行いました。学

生は地域に出るのは初めてで、私も学生 と共に緊張

していました。学生の反応 は思いも寄 らぬ大 きいも

ので した。学生は先輩の一言一句 を真摯に受け止め

てお り、当地において も看護教育は先輩諸姉はじめ

多 くの皆様に支えられていることをしみ じみ感 じま

した。今、その感はますます深 くなるばかりです。

第3学 年は、近隣の市町村役場 と訪問看護ステーショ

ンで実習、第4学 年は、道立保健所で実習を計画 し

てお りますが、必須科 目である地域看護実習を地域

の看護職はじめ各職種の皆様にご理解、ご協力を頂

き実施するまでは、決 して平坦な道ではありません

で した。その日によっては、学内、地域 との調整な

どで、平坦な道であった り、ある時には砂利道、茨

の道であったり、皆目見当のつかない道を捜 してい

る自分の迷いや弱さを再発見 したりしています。第

2学 年の教育の成果を第3学 年の実習に生か し、第

3学 年の体験を第4学 年に積み上げていくというこ

とは、まさに森の中に大 きな家を一軒新築するよう

な感 じです。その先、学生たちが幾本 もの道を逞 し

くつけてい くことを願っています。

さて、この度4月1日 付けで地域保健看護学講座

の教授を拝命いた しましたが、これは私にとってま

さに青天の震盤で責任の重さを感 じ、身の引き締 ま

る思いをしています。

地域保健看護学は、看護の概念に基づき専門分化

しつつある看護学の一学問領域で、たとえば、成人

看護学、老人看護学、小児看護学、母性看護学の対

象がそれぞれ成人、老人、小児、母性であるように、

地域保健看護学の対象は地域全体の住民になります。

地域で生活 している人々の健康生活支援をとお して、

同じ健康課題を持つ人々をコミュニティーの中から

発見 し、特定集団やコミュニティー全体の健康 レベ

ルアップにつなげるケアシステムづ くりによって、

地域全体の健康レベルを高めるための基礎的能力を

養うことが必要とされます。

また、看護学は実践科学であ り、大学は社会から

隔離された閉鎖社会に籠 もることなく、地域社会 と

の結び付 きを強め、地域が抱える看護職全体の向上

と看護サー ビスの質の充実に貢献 しなければならな

いと思います。地域の現職の看護職に生涯学習の機

会を提供 した り、現場の実践者と連携を深めながら

地域看護学研究の活性化を図ることが必要です。特

に重要なのは、地域にとって存在価値のある講座 を

目指すことだと思います。このことは、学生の実習

協力依頼などで地域に出向いた折 り、保健 ・医療 ・

福祉関係者から卒業後の就職を期待 していることや、

看護職の現任教育、研究活動などへの協力について

強 く要請される度に実感することです。

以上のことをふまえ、現場の保健 ・医療 ・福祉の

関係者と連携を深めながら、障害者も健常者 も共に

安心 して、健康で心豊かに暮 らせる地域づ くりのた

めの教育 ・研究を目指 したいと思っています。

皆様のご支援 をお願い申し上げます。
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私の出会 った看護学

臨床看護儲 座 教授 前 田 隆

4月1日 付で 、宮崎県立看護大 学か ら赴任 して参

りました,,生 まれは三重県鳥羽市 ですが、 これ まで

京都 、名古屋 、千葉、秋田、東京、津 と引っ越 して

い ます、,今回の1,500kmを 越 える移動 は初 め ての経

験で した、,

タイ トルにあ ります ように"看 護学 との出会い"

は 、今か ら20余 年前 、 丁葉 大学 には じめて看 護学部

が創設 された ことか ら始 ま りますOこ の とき新設 の

学部 とい うことで4月 末に人学 試験 があ り、浪 人を

決め込んでいた受験 生が殺到 し、結果 的には人学生

60名 定員の うち、は じめか らこの コースを志望 して

いた ものは1割 に も満たず 、その上 、 入学生 の1/3

が男子学生 であった とい う経緯が あ ります 。

"i時
、看護学概 論において、看護教 育における看

護学部の位 置づ け即 ち、社会 要請 に応 えるべ く創設

された もので、個 人的な 自由意志 に よる選択で あっ

て も、その選択 には否応 な しに社会 的な役割期待 と

責任がつ きまとって くるこ とを篤 と教 えられ ました。

さて、看護 を考える トで 「看護 とは?」 とい う問

いが あ ります 、,現在 では諸理論家が この悶い にい ろ

いろな定義 を して きてい ますが 、20余 年前 にはこれ

といった理論 は まだ紹介 されてい ませ んで した。 こ

の ような状 況の 中で 、 私 た ちに提 示 され た もの は

FlorenceNightingaleの 著 作NotesonNursing

カ・らItoughttosignifytheproperuseof

freshair,light,warmth,cleanliness,quiet,

andtheproperselectionandadministration

ofdietallattheleastexpenseofvital

powertothepatient.(看 護 とは、新鮮 な空 気 、

陽 光、暖か さ、清潔 さ、静か さを適切 に保 ち、食事

を適切 に選択 し管理す ること こ うい った こ と

のすべて を、患者の生命力の消耗 を最小限 にす るよ

うに整 えることを意味すべ きであ る)と い う一節 で

した。ナ イチ ンゲー ル看護 論の究極の一文です。 さ

らにこれは 「看護 とは 自然 の回復 過程 が順調 に進む

ように、病人の生活のあ り方(生 活過程)を 最 良の

状態 に隅 くこ とで ある」 と も再定義 されていますが、

このよ うに表現す ることによってナイチンゲールは、

看護 の方向性 をはっ きりと打 ち出 してい ますr,つ ま

り、その病 人の生命力 にカ を貸す ときには、看護者

はいつで も、病人の 「生命力の消耗 を最小 にす るよ

うに」働 きか けることが必要であ り、そ うす れば結

果 として、その時その病 人は 「最 良の状態 」に置か

れた・… とい うことにな ります。

また、看護 を 目に見え る働 きとして とらえた+9iln、

人々の眼 を惹 きつ け驚嘆 させ る ような事実 はそれほ

ど沢 山はあ りません,,と い うのは、看護が 人々の 日

常生活のあ り方 を整える ことを基盤 とした実践であ

るか らですn日 常 生活で必 要 とされる知識や判断の

レベ ルは 「表象」 であ り、日常生活で川い る技術 も

表象の レベ ルでの認識 を技術化 した もので間 に合 う

ものが多いのです。看 護は人々が 自力で 日常生活を

整 えられ ない とい う特殊 な状況 にある ときに援助 す

る職業であ るため 、直接 向かい合った 人の特殊な状

況 をみて とって、 どの ような援助が必要かの判断が

求め られ ます。 この判断過程 において 、特殊 を特 殊

と して位揖づけるには 「一般」が必 要 とな ります,,

認識の レベルには、現実 のあ りの ま まをとらえる

認識のあ り方(現 象の レベル)、 イメー ジ と して と

らえ る認識のあ り方(表 象の レベ ル)、 般 的 な捉

え方 をする認識のあ り方(抽 象の レベ ル)が あ りま

すが、認識 において も表現 にお いて も、 常 に 現 象

⇔ 表象⇔抽 象 を自由に ヒり下 りす る能 力 の訓練 を

受け ま した。そ うす るこ とによって これ まで体験 し

た ことのない看護 の場 面に遭遇 した ときで も、抽 象

あるいは看護一般 か ら考 えれ ば解決策が導 き出せ る

との意図か らで した。

この理論 を理解す るの に苦労 した思い出があ りま

すが 、近年 、同窓生仲 間 と 「あれで良か ったんだ」

と教 え られた立場 か ら再確認 したところです。
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教授就任にあたって

医療情報部 教授 廣 川 博 之
i

本年6月 より、附属病院医療情報部を担当させて

いただくこととなりました。附属病院ではこれまで

学内措置である 「医療情報室」が、オーダーリング

システムを中心とした医療情報システムの開発 ・運

用 ・管理を行ってまい りました。室長には医療情報

室の前身である 「医療情報システム企画室」の期間

を含め、4名 の各講座の教授が併任 され、システム

開発にご尽力されました。組織の整備強化を図るた

め、昨年4月 に医療情報部の新設が認め られました

ので、専任教授としては私が初代であります。自己

紹介を兼ね、就任のご挨拶を申し上げます。

私は、昭和55年 に旭川医科大学を二期生 として、

卒業いたしました。本学受験時から在学中を通 し、

本学が道北 ・道東地方の医師不足解消のため建設さ

れたと聞かされてお りましたので、卒後は当時道内

での診療科別医師数の非常に少なかった眼科医にな

る決心をし、本学眼科学教室に入局いたしました。

入局後は、当時の保坂明郎教授の 「一人前の眼科

医を早期に育てる」という方針 と、医局員不足の相

乗作用で、多 くの貴重な臨床経験を1年 目か らさせ

ていただきました。また、昭和58年 から2年 間、米

国ハーバー ド大学 ・スケペンス眼研究所に留学する

機会に恵まれました。スケペンス先生は網膜剥離な

どの網膜疾患や硝子体疾患の世界的権威で、世界各

国から日本ではまず遭遇することのないような、様々

な網脈絡膜疾患の患者さんが研究所に紹介 されて き

ています。私はそれら患者さんの硝子体変化 と、硝

子体がその疾患に与える影響 について研究を行って

まい りました。さらに、糖尿病網膜症や網膜静脈閉

塞症など、日本でもよく見られる疾患の硝子体変化

を極めて多数観察することができました。この経験

が帰国後の硝子体研究のみならず、硝子体手術を行

う上でも大いに役立ったことは申す までもありませ

ん。

さて、眼科領域の手術手技は近年著 しく進歩 し、

さらに網膜剥離や糖尿病網膜症などの病像が極めて

多彩であるため、その手術手技は各症例で異なって

きます。したがって、これら疾患の手術教育にあたっ

ては、mantomanで 行 う必要があ ります。 しか

し、関連病院での手術教育は、時間的制約等で困難

な場合が少な くありませんでした。そこで、私は眼

科学講座で、吉田教授 と共に1994年 から関連病院医

師の教育を主眼 とし、医療情報の中でも遠隔医療で

代表 される医療施設問ネットワーク構築の開発に携

わってまいりました。これにより、いくつかの関連

病院と間でネットワーク網を築 き、遠隔診療、遠隔

手術支援 を行 うことができるようになりました。さ

らにハーバー ド大学や中華人民共和国の南京中医薬

大学 とも結び、眼科疾患診断、治療法に関するディ

スカッシ ョンやライブサージャリーを伝送 し、最新

の医学 ・治療技術の習得、研究を双方向で行 うこと

も可能とな りました。先頃、附属病院に遠隔医療セ

ンターが完成 しましたが、これまでの遠隔医療の経

験 を生か し、同センターに設置されます種々の画像

受診装置を用いた、全診療科の遠隔医療の推進 ・遠

隔教育に尽力 したいと考えてお ります。

また、現在附属病院でオーダーリングシステムが

活用されていて、医療に不可欠なものとな りつつあ

ります。今後も医療の高度化、病院業務の効率化、

患者サービスのより一層の向上 を図るため、情報量

のさらなる増加が予想 され、それらに伴 う、医療情

報公開を含めた、情報の有効利用に関する様々な要

請に対処することが必要にな ります。したがいまし

て、今後医療情報教育や電子カルテ化をも視野にお

きつつ、システム研究 ・開発 ・運用に取 り組んでま

しくお願い申 し上げます。
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■趣團 蝉颪学匡コ
医学科第1学年 古 川 健 太

旭川医科 大学 に人学 して もう

6カ 月が過 ぎようとしているが、

まだなぜ 自分が入学で きたのか

い まいちわか ってい ない。高校

時代 そんなにが む しゃらに勉強

したわけでもないのに現役で人っ

た ことに 自分 白身が一・番驚 いているUし か も、絶対

に医学部 じゃな きゃだめだ とい う考 えを持 ってお ら

ず 、なかば今年の合格 をあ きらめ、そ して 一年浪 人

rl活 を送るつ も りだったのに合格 したため、正直 、

自分なんかが受かって しまっていいのだろうか と思っ

た、,その気持 ちは入学 してか らさらに大きくなった。

なぜ な ら、同 じ ・年生の中には一度他 大学 を卒業 し

てか らこの大学 を受けなお した人だ とか、一 浪、二

浪 して まで入 って くる人に出会ったか らだ,、そんな

人たちに出会 った り、話 をした りする時 は、なんか

もうしわけない気持 ちになった りするこ とが 多か っ

た,、で も、だんだんそんな状 況に もなれて きた し、

短い期 間ではあ るけれ ど医学部 とい う場所 に在籍 し

て、勉強 して きた し、病院の実習 なんかに も行 って

きたので、少 しずつで はあ るけれ ど 『入って申 し訳

ない』 みたいな気持 ちはな くなって きた し、また人

学 した当初 はたい して興味 を持 っていなかった医学

とい う分野 に もだんだん興味 を持ちは じめて きてい

る、,だか らこれか らは もっと積極的 にいろんなこ と

に取 り組 む ことが で きるような気がする,,中 学 や高

校の ときの友だちは、私が どんな人間かだいたいわ

か っているので、私 の ようなのが将 来医者 になる と

い うことに多少 な りとも反対 したけ ど、そんなやつ

らを少 しは見かえ してやるこ とがで きるよにこれか

らあ と5年 半ぐらいを少 しや る気 を出 してやってい

きたい と思 う。そんな決意が くずれ ない ように こん

な文章を書いてみたU

一

医 旭鵬 欝蝶 に騨 しτ

看護学科第1学年 角 張 伸 之

旭川医科大学に人学 して6カ

月が過 ぎた。自分は新潟県の工

業高校を卒業 し、旭川医大の看

護学科へ入学 した。工業から看

護へと自分でもなかなか思い切っ

た方向転換をしたと思うO自 分

が旭川医 大で看護 を学べ る とい う、この奇跡 とチ ャ

ンスを無駄 に しない よ う、充実 した大学生活 を送 り

たい と考えて いる。

この6カ 月で 自分 は様 々な経験 を した。 まず 、自

分以外 企て女性 とい うクラスでの生活。最初 は どう

した らよいの か解 らず戸惑 ったが 、 しだいにクラス

メー トとも打 ちとけ、気が付 けば女の子 グループの

屓 となっていた。次 に先輩 か らのアル コール入 り

の歓迎会で、大学生 の楽 しさ、その他 の楽 しみ 方を

教えていただいた。そ してアパー トでの ・人暮 らし

m

か ら、自分が親の力に 日`えて生 きて きた事 、自11す

る事の必要性 と難 しさを知った,,大 学生活で は、勉

強以外 に も学ぶ事が多 くある とい う。高校時代 に聞

かされた占葉の意味が今は よ く解 る。

こんな6カ 月の生活の中で、 白分には尊敬すべ き

友人達が で きた。別 に何か特 別な事 をしているわけ

ではなし㌔ ただ毎 日の生活や行動、交わす 言葉の 中

で、同 じ医療従事者 を 目指す者 と して 自分 の 目標 と

なる部分 が友人達か ら感 じとれたのだf)こ の友 人達

と共に看護 を学べ る事 を白分 は誇 りに思っている。

これか らも互 いに磨 き合い(磨 いて もらってばか り

だが)看 護 者 として、そ して 人間 と して成 長 してい

きたい。

高校 の頃、看 護十 にな りたいと思 った気持 ちは大

学に入 りさらに大 きくなった、,将来 どんな場 面にお

いて も患 者に信 頼 され、必要 とされ る看護十 になる

為 に、 この4年 間は看護 の知識 と技術 を積極的に 自

分の中 に取 り込んでい きたい と思 う。そ して 自分 の

中の看護観 を確 固 と した もの とし、自分の選んだ看

護 とい う自信 を持 って進んで行きたい と考えている、、



　一
み り が な うま の えい いち

氏 名:上 野 栄 一

所 属:地 域保 健看 護学講座

出身大学:奈 良大学

ひ と 言:専 門は精神 看護学 です 。

精神 看護は看護の基本で

あ り、病院内、施設 内の

みな らず、地域 の メンタ

ルヘルスを も包含す る大変幅の広い学問です。現代 は大変 ス

トレス フルな社会構造 になってお り、心 の健康 を病 む人 々に

対 して科学 的にアプローチで きる能力を身につ けて欲 しいと

考えてお ります 。

ふ り が な しん かい よし こ

氏 名:新 開 淑 子

所 属:臨 床看護学講座
"出 身大学:北 里大学大学院

ひ と 言:専 門は老 人看護学です。

老年期疾患 の病像 に関係

した負の要 因を理解す る

だけで な く、その根底 に

集約 されてい る各個 人の生活歴 に関連 した正の要因 を強化 し

たケ アも考慮す る必要があ ると考 えてい ます。九州育 ちの私

にとって 、旭川での生活体験が視野の広が りに役立てれば と

思 ってい ます。
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去る3月25日(木)に 本学を卒業した99名の勤務(連絡)先 は次のとおりです。
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平成11年度 後期分授業料免除

及び延納 ・分納について

平成11年 度後期分授業料免除及び延納 ・分納を

希望する学生で、免除基準のいずれかに該当する

と思われる者は、学生課専門職員(担 当菊池)か

ら必要書類 を受け取 り、申請期間内に提出してく

ださい。

免除基準の概要はつぎのとおりです。

*経 済的理由で授業料納入が困難であり、かつ、

学力優秀 と認められる場合

*授 業料納期前6ヵ 月以内において学資負担者

が死亡、又は本人若 しくは学資負担者が風水

害等の災害を受け、授業料納付が著 しく困難

であると認められる場n

なお、免除基準及び申請期間については、公用

掲示板 に詳しく掲示 してありますのでご覧 くださ

い。また、不明な点は、専門職員(担 当菊池)に

問い合わせ願います。

学生教育研究災害傷害保険の

加入について

本学は、学生の正課中 ・課外活動中 ・進学中及

び大学の授業等、学校行事又は課外活動で施設問

移動中における災害事故補償のために 「学生教育

研究災害傷害保険』の賛助会員大学 となり下記の

とお り加入受付事務等を行っております。本保険

は、学生の相互共済を基本 として運営されており、

学生生活中の万一の場合に備え、全員加入の方針

をとってお ります。

加入を希望する学生は学生課専門職員まで申し

込み ください。

1.受 付期 間

2.受 付 窓口

記

自 平成11年10月1日(金)

至 平成11年10月30日(金)

学生課専 門職員(担 当菊池)

.============コ

叢　
　　　棚　　　

い

　
』ゴ

騨

麟

晶㈱

薬理学講座 原 明義

薬理学講座では現在、安孫子保初代教授(現 名

誉教授)の 後任 として、昨年10月 に京都大学医学

部より着任 された牛首文隆教授 の主導の もと、原

明義(助 教授)、 肖春陽(大 学院生)、 馬紅(大 学

院生)、 岡田優二(大 学院生)の ほか、数名の研

究生が研究や教育活動に従事 しています。さらに、

稲場香(事 務補助員)と 横 山忠彦(実 験補助員)

は、様々な用務 をこなし本講座の支えとなっていま

す。

牛首教授はこれまでプロスタノイ ドの持つ生理的 ・

病態生理的役割 を、世界に先駆けプロスタノイ ド受

容体欠損マウスを用いて解析 してこられました。ま

た、我々はこれまで安孫子教授のもとで、循環器疾

患の治療薬について研究を進めてきました。そこで、

牛首研究室では 「循環器系におけるプロスタノイ ド

の生理的 ・病態生理的役割の解明』をテーマとして、

研究をスター トしました。循環器系におけるプロス

タノイ ドの役割については、不明な点が多いだけに、

本研究は循環器疾患の原因の解明やその治療薬の開

発につなが りものと期待 されます。さらに、最近で

は、循環器系のみならず消化器系におけるプロスタ

ノイ ドの作用についても検討 しています。こうした

なか、次々と新 しい知見が得 られつつあります。ま

た、週に…度は、セ ミナーが開かれ活発な意見交換

が行われてお りますので、興味のある方はぜひ気軽

に薬理学講座へお立ち寄 りください。
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第46回 北海道地区大学体育大会が 、北海 道大 学の 当番 で7月

9日 ～11日(部 種 日を除 く)の 日程で開催 され、本学 か らは 、

男 了一--種目、女子6種 目に参加 しま した。

今年 は、雨に泣 か された昨年の北 見大会 とは対象 的 に好 天 に

恵 まれ 、好成績 も期待 されま したが、大半 の競技 が9日(金)

か ら開始 され、大学の授業 と重 なったた め に主 力選 手 を欠い た

まま臨 んだ種 目もあ り、昨年 よ り後退する結果 とな りました。

なお 、来年は小 樽商科大学が 当番大学 とな り、小樽 市を主 会

場 に開催 される予定です。(学 生 課)

競 技 種 目 名 優 勝 準 優 勝 旭川医科大学

総 合 成 績
男子 北 大 道 都 大 第7位

一

女子 旭 教 大 北 大 第7位

男子 学 院 大 専修 短 大 /
女子 旭 教 大 北 海学 園 第4位

準 硬 式 野 球 男子 北 海学 園 札 医 大 /一

ソ フ ト テ ニ ス 男子 北 大 学 院 大 -」一 一 一 一 一

バス ケ ッ トボー ル
男子 道 都 大 学 院 大 7
女子 札 教 大 旭 教 大 ベ ス ト8

一一'

バ レ ー ボ ー ル
男子 北 大 札 教 大 ベ ス ト8

女子 旭 教 大 北 海学 園
/

/

サ ッ カ ー 男子 北海学 園 道 工 大
/

/
卓 球一男子 北海学 園 室 工 大 第3位
}一

バ ド ミ ン ト ン
男子 学 院 大 旭 川 大 ベ ス ト8

女子 苫駒 澤 大 北 大 ベ ス ト8
一『

剣 道
男子 函 館 大 北 大

/

/

女子 苫駒 澤大 酪 農学 園
/

/

弓 道
男子 北海 学 園 北 大 /
女子 酪農 学 園 札 医 大

-

第5位

ハ ン ド ボ ー ル 男子 道 都 大 北 大

一一-
陸上競技(男 子)800m4位 佐 々木

400mR5位

円盤投5位 松 尾

a
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～ 男 子 バ ド ミ ン トン 優 勝 ～

第42回 東日本医科学ノk総合体育大会(夏 季部 門)が 、 東京 女

r医 科大学の'r'.管で7月22日 か ら36大 学 が参加 し開催 され ま し

た。

本学か らは、男女あわせて25種 目に参加 し、男子 バ ドミン ト

ンが優勝の栄誉 に輝 きま した。

また、弓道 も4年 連続第3位 と健闘 したほか 、 ベ ス ト8に 進

出 した競技 も6種Hあ りま したので、 来 年大 い に期 待 したい と

思 います。(学 生課)

競 技 種 目 名 優 勝 準 優 勝 第3位

陸 上
男子 弘前大学医 筑波大学医 慶応大学医

女子 筑波大学医 東女子医科大 獅協医科大
■

準 硬 式 野 球 新潟大学医 山形大学医 弘前大学医

テ ニ ス

男子 筑波大学医 H本 大学医 信州大学医
一　

女子 日本大学医 信州大学医 福島医大学

ソ フ ト テ ニ ス

男f 新潟大学医 福島医大学 群馬大学医

女子 北海道大医 信州大学医 東北大学医

卓 球
男子 山梨医科大 筑波大学医 弘前大学医

女子 東女子医科大 信州大学医 東京医科大
炉 一

バ レ ー ボ ー ル

男子
}

女子

慈恵医科大 千葉大学医 群馬大学医

杏林大学医 聖マ医科大

一

筑波大学医

バ ド ミ ン ト ン

男子 旭川医科大 福島医大学 東北大学医
一一

女子 筑波大学医 新潟大学医 山形大学医

サ ッ カ ー 東北大学医 東京医科大 山形大学医

バス ケ ッ トボー ル

男子 東医歯科大 昭和人学医 北海道大医

女子 筑波大学医 秋田大学医 聖マ医科大

柔 道 昭和大学医 自治医科大 札幌医科大
順天堂大学医

}一 一

剣 道 慈恵医科大 東京医科大 福島医大学
昭和大学医

弓 道 東北大学医 山梨医科大 旭川医科大

空 手 男子 埼 玉医科大 ・防衛 医科大 信州大学医

尿 泳 男子 慶応大学医 聖マ医科大 慈恵医科大

ハ ン ド ボ ー ル 山梨医科大 筑波大学医 自治医科大一

ゴ ル フ
男子 慶応大学医 獅協医科大 聖マ医科大

女子 福島医大学 日本大学医 信州大学医
}

7歩 ピ ー 弘前大学医 ・自治医科大 順天堂大医

一11一

総合順位 1位 筑波大学医学専門学群

2位 県立福島医科大学

3位 東北大学医学部

4位 日本大学医学部

5位 慶応大学医学部 ・慈恵会医科大学

i
-



「学生の交通事故 ・違反の取扱に関する申合せ」の制定について

副 学 長 片 桐

学 生 の 交 通 事 故 ・違 反 に つ い て は 、 新 入生 ガ イ ダ ン ス、

各学 年 担 当 に よ る在 学 生 ガ イ ダ ンス 及 び 掲 示 等 に よ り、

円:三にわ た り注 意 を喚 起 して きた結 果 、 罰 金 以 上 の 件 に

処 せ られ た 者は 平 成8年 度14件 を ピ ー ク に9年 度8件 、

10年 度6件 と減 少 傾 向 に あ り ま した が 、 今 年 度6月 末 の

時 点 で 既 に10件 報 告 され て お ります 。 ま た 、61121・22

1iに は 、酒 気 帯 び 運 転 に よる 人 身 事 故 が 連続 して 発牛 し、

医 学 部 に籍 をお く学 生 とい う/'J,前に 、 車 の 運 転 を 許ll∫さ

れ た者 と して 、 当然f.ら な け れ ば な ら な い 交 通 ル ー ル を

守 れ ない こ とに 怒 り さえ覚 え る もの で す り

これ らの 現状 を踏 まえ 、去 る9月8H開 催 の 教 授 会 に

お いて 、 以 下 の とお り 「学 生 の 交 通 事故 ・違 反 の 取 扱 に

関 す る 申合 せ」 が制 定 され 同]か ら適 用 さ れ る こ と に な

りま した の で 、 通 知 し ます 。

学生の交通事故 ・違反の取扱に関する申合せ

「義耀黙8是]
(対 象)

第1本 学 学 生 が 交 通 事 故 ・違 反 を 起 こ し、 罰 金以 上 の

刑 に処 せ られ た 場合 、 「学 牛 の 本 分 に反 す る行 為 を し た

者」 と して 処 分 を行 う.そ の 際 、 飲 酒 運 転 、 無 免 許 運

転 等 の 車 に 、同 乗 した場 合 も処分 の対 象 とす る 。

(処 分 基 準 等)

第2処 分 に 当 た って は 、 交通 事 故 ・違 反 の 原 因 、状 況 、

結 果 、影響 等 を 考慮 の ト、総 合 的 に審 査 し 、 以 ドの 基

準 を勘 案 す る、,

1飲 酒 運 転 、無 免 許 運 転 、 著 しい 速 度 違 反 に よ る もの

及 び悪 質 な もの に つ い て は 、次 の 基 準 に よ り処 分 を 行

う、,

(1)人 を死 亡 又 は 負傷 させ た場 合 は 、停 学 以 上 とす 翫,

(2)物 損 事 故 を起 こ した場 合 は 、 訓 告 以一Lとす る。

(3)同 乗 者 は 、厳 重 注 意 又は 訓 告 とす る。

2上 記1の(1)、(2)以 外 で 、 罰 金 以 上 の 刑 に処 せ ら れ た

場 合 は 、厳 重 注 意 又 は訓 告 以一Lとす る.

凧川医科 人学 良 殿

別紙1

ト「,戊1唇'」 トr

'?

名

痢

氏

父通事故 ・迷反に関 ナる届出書

ま　カ　 ロ　 の　 　　せゐゆ 　　をの　れ

・・目r時 轍 臼 ノ1・ 一 籍 時 ・}頃

帽1局 所

2父 通事故 口人身!μ故11日 慣事故 口物慣事故
lllr故 の経脳 ぴun己

1},葭 傷の状配`氏 呂 学`r学 ∠4爵腎 駒窃先,収 奮病院等,
F同 硬a

fglf/i

3捷 通違lx
〔U礎 反椰別 「1指足盛度違採(櫓 定遡度

口納瓠辮びヨ匪乾 口{の 仙

〔?1違反}辛 た野鱒 幅 潔辱「,

bのL二 ろ 」8τ走何 出 ●

3ヒ 記1、2に 再 度 該 当 した場 合 は 、 前llllの処 分 よ り

厳 しい 処 分 とす る 。

4該 当 者 が 入 院治 療 中 の場 合 の 処 分 は 、 状 況 を勘 案 し

て 行 う もの とす る 、,

(届 出 等 の義 務)

第3交 通 事故 ・違 反 を起 こ した 学 生 に は 、 次 の とお り

届 出 ・報告 書 を学 生 課 に提 出 させ る、、

1交 通事 故 ・違 反 の 発 ノトか ら14日 以 内 に 、 別 紙1「 交

通 事 故 ・違 反 に 関す る届 出書 」 を提 出 させ る 、,

な お 、 入 院 治療 等 で期 限 内 に 別 紙1を 提 出 で きな い

場 合 は 、 そ の 旨ll頭 に よ る 申 し出(代 理 人 で も可)に

よ り猶 予 す る 。

2罰 金 以Fの 刑 の確 定 か ら14日 以 内 に 、 別 紙2「 事 故

等 の 報告 書 」 に 当該 交通 事 故 ・違 反 の 詳 細 及 び 本 人 の

弁 明 事項 等 を 記載 し、事 実 を証 明 す る書 類(起 訴 状 、

判 決 文、 罰 金 に か か る領 収 書 等)を 添 付 し、 提 出 させ

る。

3上 記1及 び2の 書 類 の提 出等 につ い て 、 期 限 後 に 提

出 した場 合 は 、 そ の行 為 を 含め て 処 分 の 対 象 とす る、,

別紙2
一

[1〕U11医 十i人 学}冒 殿

Ψ戚1「 月II

号番4?

呂

第

R

事 故 等 の 報 告 書

二の 二Ll♪ い 了1記 の 層 あり*�[1i

記

遍 ウ敏驚のY4tlR場 所 内容に1いτ詳鯛にk:t#るrtも に 小人の弁明 〔反省,iへ}*項 に
]いrも 記楓つる「と.艦』 当該事触簿が交潮事散に榛るも山e鮒0以 トの刑}娼起りれたも山
rあ6場 舎は イの事実を置91#る書蟄等(起ゆ図陵 糧「突文,尉合1係 る領収禽等〕δ添付りbこ 、L【一の 用紙に書声飛れない場会は 馴紙 〔様式仕盒)」 と璃匡L皿出寸ること、
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1

以下は、本申合せの補足及び国家試験 に関連する部

分についての説明です。

【処分の種類等について】

処分は厳重注意、訓告、停学及び退学の4種 類であり、

訓告、停学及び退学は本学学則第41条 に規定 されている

「懲戒」に該当するものです。本申合せの中の第2の 処分

基準等において、停学以上 とあるのは停学又は退学 を、

訓告以上とあるのは訓告、停学又は退学を指 しています。

停学には、あらかじめ期間を定めた 「停学(○ か月又

は○○日等)」 と期間を定めない 「停学(無 期)」 の2種

類あります。停学処分を受けた学生は、その期間、特別

な事情がない限り登校を停止する処分であ り、いずれの

場合も本学では在学期間に含めないことになっています

ので、本学学則第25条 に規定 している卒業の要件におけ

る卒業に必要な単位数(時 間数)を 修得 したとしも在学

期間が医学科において6年 以上、看護学科において4年

以上在学 していなければ卒業することは出来 ません。具

体的に例をあげて説明します と、医学科6学 年学生で、

卒業試験の終了する2月1日 から停学(1か 月)の 処分

となった場合、卒業試験の成績が全て 「優」だ としても

在学期間が5年 と11か月ということで、医学科において

6年 以上在学 していないことから、その年の3月 には卒

業出来ないということです。

処分の中で 「厳重注意」 と 「訓告」 の違いがよくわか

らない学生もいるように聞いていますが、「厳重注意」は、

教育研究及び厚生補導担当の副学長か ら口頭で申し渡す

のに対 し、懲戒の一つである 「訓告」(停学、退学も同様)

は学長から処分書を手交し併せて連帯保証人(父 母等)

にも文書で通知 し、また、「告示」として学内の公用掲示

板に氏名 ・処分内容等を掲示することになっています。

なお、懲戒処分(訓 告、停学、退学)を 受けた学生は、

将来就職等において作成する履歴書等 に 「賞罰」の記載

欄がある場合は、懲戒処分の事実 を記載 しなければな り

ませんし、大学で保管する学籍簿にその事実(懲 戒月日、

内容)を 記載することになっており、仮に当該学生の就

職予定先から在学中の賞罰又は懲戒の有無について正式

に照会があった場合、その事実を回答することにもな り

ます。

【届出等の義務について】

従来から学生が交通事故を含め事件 ・事故を起 こした

場合は速やかに学年担当に届出ることになってお り、そ

の内容が罰金以上の刑に処せられた場合は、医師国家試

験の関係から直ちに学生課に相談することになっていま

したが、冒頭で示 した過去3年 間で罰金以上の刑 に処せ

られた者は28件 ありましたが、その内19件 が過年度に発

生 したものでした。これらのことから、本申合せの制定

を機に罰金以上の刑に処せられた場合に限 らず、交通事

故 ・違反を起こした場合はすべて発生から14日 以内に別

紙1「 交通事故 ・違反に関する届出書」 を提出させ、そ

の事故 ・違反が罰金以上の刑に処せ られた場合 は、その

刑の確定から14日以内に別紙2「 事故等の報告書」 を提

出させることにしたものです。なお、別紙1、2の 提出

期限は、それぞれ14日 以内 となっていますが、 これはあ

くまでも 「遅 くて も14日以内」 ということであ り、事実

が発生 した場合は速やかに提出するようにしてください。

【医師、看護婦等国家試験に関連 して】

医師、看護婦、助産婦、保健婦国家試験 に関連 して、

罰金以上の刑に処せられた場合、医師国家試験について

は、願書、合格後の医師免許申請書に、その罪、刑及び

刑の確定年月 日を記載するとともにその事実を証明する

書類 として起訴状、判決文、罰金の領収書 を添付するこ

とになっています。更に出願の際には本人の弁明書(本

人自筆)及 び本人の弁明及び学年担 当の所見等 に基づ く

学長の申立書が必要になります。関係書類 を添付 し出願

されたものは全て厚生省において審査 され、刑及び罪の

内容によっては、受験が許可されないことがあ ります し、

受験が可能 となり合格 したとしても一・定期間免許を与 え

ないことがあるとされています。従って、交通事故 ・違

反により罰金以上の刑に処せられた場合 は、起訴状 、判

決文、罰金を支払った場合の領収書、人身事故の場合は

相手方との示談書等を保管 しておいてください。なお、

出願の際に必要 となる学長の申立書については、本申合

せの第3の2に ある、「事故等の報告書」を提出しない者

には交付出来ませんので該当する場合は、必ず提 出して

ください。

また、看護婦、保健婦、助産婦国家試験 において、罰

金以上の刑に処せ られたことのある場合には、国家試験

合格後に手続 きする免許申請書に、その罪、刑及び刑の

確定年月日を記載するとともにその事実を証明する書類

として起訴状、判決文、罰金の領収書、人身事故の場合

は相手方 との示談書等及び本人の弁明書 を添付すること

になっており、それらの関係書類 を添付 し申請 された も

のは全て厚生省において審査され、内容によっては免許

を交付 されないことがあります し、交付 されるにして も

通常の者 より遅れて交付 されます。従って、医師国家試

験同様、関係書類は全て保管 しておいてください。

いずれの場合 も事実を秘匿して免許申請 を行い免許登

録を受けた後、秘匿していた事実が判明 した場合、免許

登録に遡 り免許取消の行政処分を受ける場合 もあ ります

ので、出願、申請に当たっては十分留意 してください。

最後に、交通事故 ・違反は日頃か ら交通 ルールを遵守

してさえいれば、違反は防げますし、少な くても事故の

加害者になることはないと考えますので、学生諸君には、

大学生活が無にならないよう、今回の本申合せ制定 を機

に交通事故 ・違反の防止に努めるよう強く望むものです。
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外国人留挙生夏季オリエンテーション

輿 施 さ れ る

81127](金)外 国 人留 学 生 夏 季 オ リエ ンテ ー シ ョ ン

及 び交 流 会が 実 施 され 、在 籍 留 学 生14人 中7人 と そ の 家

族9人 及 び教 職 員 が 参 加 しま した 。

大雪 窯 で は全 員が 体験 陶 芸 教 室 に参 加 して花 瓶 や灰mi、

茶碗 な ど思 い お もい の 作 品 に 挑 戦 し、 つ ま揚 子 で 描 い た

自分 の 画 に ご満 悦 の 留 学 生 が 多勢 お りま したU

旭 川 市 博 物 館 で は 、開 拓 期 の くら し、発 展 期 の く ら し 、

さ らに 今 口の くら しと時 系 列 に沿 っ た 展 示 等 に 皆 興 味 深

く見 人 って い ま した 、,(学 生課)

τ,

亀麟熱建
,,.ia薦 齎 季 オ リ エ ン テ ー ソ ヨ ン

灘 艶 顧 ・卿..晒

教 官 の 異 動

辞 職11,6.1耳 鼻 咽 喉 科学 助 教 授 川掘 眞一

昇 仔11.6.1医 療 情 報 部 教 授 廣 川 博 之

昇 任11.6.16耳 鼻1咽喉 科 学 助 教 授 高橋 光明

昇 任11.7.16眼 科 学 助 教 授 秋葉 純

昇 任11.7.16精 神 科 神 経 科 講 師 武藤 福保

昇 任11.8,1生 化 学 第.教 授 鈴 木 裕

辞 職11.8.31薬 理 学 助 教 授 橋 爪 裕f

昇 任!1.9.1薬 理 学 助 教 授 原 明 義

}1・ 壬壬11.9」6目 艮 科 講 師 小笠原博宣

り

議

蔓
(

r・ ♪耀

、,

ノ
爆
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搬_1

禦

葱 脅
厚 ノト補導委 員会広報誌編 集小委 員会

委貝長 岡 田 雅 勝

創 設 期 の 大 学 と い ま か か え て い る問 題

「か ぐ らお か」 が も う 百 号 とな っ た 。 早 い もの で 第 一

回 の 広 報誌 編 集 小 委 員 会 が 開 か れ た の が 昭 和49年 の5月

の こ とで あ る 、,そして 第一 号 が 発 刊 され た の が 同 年9月

1日 で あ る 、,その と き、私 が 編 集委 員 の ひ と りで あ ったO

た また ま委 員会 の委 員長 が 森 茂 美教 授 であ っ た。 「か ぐ ら

お か1の 名 称 を 決 め るの に 、最 初 委 員 会 が もた れ 、 い ろ

い ろ と名 が 挙が っ たが 、私 の 挙 げ た 「か ぐ ら お か 」 が 決

まっ て 、そ の 名 がず っ と その ま ま であ る 、、 名 前 が 「か ぐ

らお か」 で よか っ た か ど うか は分 か ら な い が 、 この 地 が

ず っ と神楽 岡(か ぐ らお か)で あ っ た の で そ の 名 前 を つ

け た の で あ っ た.,私 は その と き編 集 委 員 をや っ ただ け で 、

今年 厚 生 補 導 委 員か らこの 委 員 会 に送 られ て 、委 員 にな っ

た 。 そ してO_/」 を迎 え る こ と を知 っ た の で あ る 。 こ れ は

何 かの 因縁 か も知れ ない と思 って しま った 。

初 代 学 長 山 田守 英氏 は 「広 報 誌 の 創 刊 に あ た っ て 」 と

題 して 、広 報 誌 発 「rjの意 味 を書 い て い る.そ れ に よ る と 、

「広 報 誌 は 、大 学 運営 の 過 程 で起 こっ た 出 来事 、学 生 の 厚

生 補 導 に関 す る凡 て の 問 題 、あ る い は 大 学 に お け る教 育

の 研 究 の 諸 問 題 、 さ ら に大 学 の 諸 計 画 や 方 針 な ど につ い

て 、IE確 な情 報 を提 供 して 、 大学 人 に周 知 せ しめ る と 共

に 大学 人相 互 の 理 解 を深 め る絆 と も な り、 さ ら に 進 ん で

大学 運 営 につ い て の 反 省 と批 判 や 将 来 に 対 す る 建 設 的 な

意 見 な ど をf`1由 に述 べ る こ との で き る 「広 場1で もあ る

と理 解 す る」 と書 い てい る。 初 代 学 長 は 情 熱 を 込 め て 、

「広 報誌 」 に期 待 して 、「大学 人 は ・致 協 力 して 英 知 を結

集 し、 目標 を新 しい 医 大建 設の1点 に 絞 ・.)て、 将 来悔 い

の ない 大学 を建 設 しな け れ ば な らな い」 と訴 えて い る,、

新 設 医 科大 の創 設 に あ た っ て は 、IIIIII'rI長は 、 い ま ま

で の 大 学 の 医学 部 が改 革 し、 占 い殻 を破 っ た 将 来 悔 い の

ない 医 大 を創 設 し よ う と した。 その 中 で 「特 に 医 科 系 大

学 で は 、人 名 を取 扱 う医 師 を育 成 す る 場 で あ る か ら 、 そ

の 教 育 課 程 に お い て 、 医 の倫 理 を 基 調 と した 人 間 形 成 の

た め の 徳 育 も欠 かす こ との で き ない 重要 な 教 育 で あ る。」

そ の た め に 山 田学 長が な に よ り重 要 視 した が ・員教 育 で

あ ったu「 従 来 の 総 合 大学 にみ られ る 般 教 育 と専 門 教 育

の 隔 壁 を取 り除 き、両 者 を有 機 的 に 連 携 して6年 間 ・貫

した梗 形 教 育 を 行 うこ とと した 」と述 べ て い る 。llllll学

長 の も う一 つ の 基 本的 構 想 は 、「/':きた教 育 」 で あ ったn

つ ま り効 率 的 な研 究 体 制 の 確 立 を説 い たU「 旭 川医 大で は、

各.,門 分 野 に お け る研 究 者 個 人の 自 由 発 想 に よ る研 究 の

発 展 を助 長 し、 同時 に分 野 領 域 をi"に す る 研 究 者 達 が 有

機 的 に 協 ノJして 、 ス ケ ー ルの 大 き な ユ ニ ー ク な プ ロ ジ ・.

ク トテ ー マ を打 ち 立て る」 計 画 で 、 巾 央研 究 部 を一'ILiUCI.し、

共 同 利 用 の精 密 機 器 や 設 備 を整 える こ とで あ り、 そ して

附 属病 院 は 、 「地 域 社 会 の 医療 体系 の一 環 と して 地域 社 会

の保 健 、診 療 の実 践 に参 画 つ る と同 時 に 、 関 連 教 育 病 院

と共 に学 生 の 臨床 教 育 指 導 の 中 核 と な り 、 さ ら に卒 後 医

師 の研 究 指 導 及 び地 域 医 師 の 再 教 育 の場 と して 、 医 療 セ
ン ター と して建 設 」 しよ う と した 、,

こ う した 山 田学 長 の 医 大 創 設 にあ た っ て 抱 負 を述 べ て

い る の が 広 報 紙 「か ぐ らお か 」 第1,,で あ る.最 後 に

「か ぐらお か 」 が 「建 設 の針 路 を誤 らな いた め にの1つ の

灯 と して の役 割 を 果た す こ と を衷 心 か ら希 う もの で あ る」

と述 べ て い る。 この 基本 方 針 を受 け 継 ぎ こ こ まで 私 た ち

は 大学 づ く りをや って きた 。 しか し い ま大 学 は 、 全 面 的

に 見 直 しが 要求 され て い る時 代 で あ る 。 私 た ち の 身 の 回

りの 小 さな改 革 で は 、 もう ど う しよ う もな い ぐ らい 人 学

は問 わ れ てい る。lll川 学 長 が 大 学 を つ くっ た と き と 全 く

違 っ た次 元 で 大 学 が 問 題 に なっ て い る の だ.
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